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あなたにも  マイナンバー  はじまります。

マイナンバーとは生涯にわたって使うもので、国民一人一人が持つ 12桁の番号のことです。
手続き以外に、他人に知られることがないよう、大切に取り扱ってください。
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マイナンバー情報part3
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●「個人番号カード」の交付
「個人番号カード交付・電子証明書発行通知書兼照会書」と「通知カー
ド」など必要書類を持って役場交付窓口までお越し下さい。
本人確認後、個人番号カードが交付されます。
住民基本台帳カードを持っている方は、住民基本台帳カードも持って
来て下さい。

平成２７年１０月～　個人番号通知カードの送付が開始されます。
①　通知カード・個人番号カード交付申請書受領
住民票を有する全ての方に、住民票に登録されている住所宛に個人番号、氏名、住所、
生年月日、性別が記載された「通知カード」と「個人番号カード交付申請書」が送付されます。

個人番号カードは必要ですか？

●「個人番号カード交付申請書」に記載
個人番号カードを取得される方は、「個人番号カード交付申請書兼電子
証明書発行申請書」に必要な事項を記入し、郵送して下さい。
申請書には個人番号カードの券面で使用する顔写真を貼付。
（６ケ月以内に撮影した、無帽、正面、無背景のもの）
スマートフォン等で写真を撮り、オンラインで申請も可能となる予定
です。

YES
はい

NO
いいえ

●「個人番号カード交付通知書」受領
申請した「個人番号カード」の交付準備ができると、「個人番号
カード交付・電子証明書発行通知書兼照会通知書」が郵送されます。
カードの受け取り時に必要ですのでなくさないでください。

②　平成２８年１月～　個人番号の利用が開始されます

③　平成２９年１月～　国の機関での情報連携開始

平成２９年７月～　　地方公共団体等との情報連携開始
平成２７年１２月    　住民基本台帳カードおよび電子証明書の交付終了

通知カードを、やむを得ない理由により、住民票に記載されている
住所地で受け取ることが困難な方は、最寄りの相談窓口までご相談
ください。
【対象者】  長期間にわたり医療機関に入院、施設等に入所している
　　　　  （する予定の）者
　　　　  東日本大震災に被災した者、　ＤＶ等被害者
【相談窓口】三方庁舎　税務住民課　　　TEL 0770-45-9106
　　　　　  上中庁舎　上中サービス室　TEL 0770-62-2700
【相談期間】平成 27 年 8月 24 日～ 9月 25 日

モデル：下南侑加さん・田邉里果さん ( 税務住民課 )

今後のスケジュールです。
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磨きをかけた動作キビキビ

安全祈願し、さぁ浜開き！

農 地 集 積 の 先 進 事 例 視 察

　7月 2日、前日までの雨が嘘のように晴れわたっ
た食見海岸で、観光・消防・警察などの関係者約
40 人が出席し、浜開き式が行われました。
　はじめに、神官による神事が執り行われ、各代
表が玉串の奉奠をし、浜の安全を祈願しました。
　その後、森下町長、若狭三方五湖観光協会の浜
本会長、三方民宿組合協議会の下霜会長に、食見
区の保育園児らが花束を手渡しました。
　手渡された花束は、安全祈願のため、海に投げ
込まれました。

まま ち の 話 題まま ちち の 話 題

　7月 4日、自民党の稲田朋美政調会長を団長と
する自民党農業戦略現地視察団が、飼料用米の作
付け拡大と農地集積の先進事例を視察するため、
越前市と若狭町東黒田を訪れました。東黒田は昨
年、農地中間管理機構を活用し、農地集積を積極
的に行いました。
　意見交換会で森下町長は「若狭町は農地集積を
進めようと説明会を開き、多くの集落が手を挙げ
ている。積極的な取り組みに支援をお願いしたい」
と強調しました。意見交換会後の記者会見で稲田
政調会長は「事業が円滑に進むよう予算獲得に向
けて頑張りたい」と述べました。

　7月 5日、若狭消防組合上中消防団と自衛消防
団の、消防ポンプ操法大会が、上中消防署前訓練
場で開催されました。自衛消防団 9チーム、消防
団 4チームが出場し、動作の確実性、基準タイム
内であるか、総合的な連携や美しさはどうかなど
が評価され、成績順位がつきました。
　大きな声での指示や、きびきびとした行動は、
いざという時にけがをしないで済むことにつなが
るそうです。各集落の応援や家族などが見守る中、
出場者は、日頃の練習の成果を披露しました。

≪結果≫自衛消防団の部：1位 有田区、2位 日笠
区、3位 熊川区 / 消防団の部：1位 第 4 分団 ( 三
宅地区 )、2位 第 1 分団 ( 鳥羽地区 )
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地 引 き 網 体 験 よ い し ょ！

大豆の香りにつつまれて…

湿地の取り組みいろいろ！

　7月 8日、梅の里保育園と岬保育所の年少組か
ら年長組までの園児 42 人が、世久見海水浴場で
地引き網体験をしました。
　地元漁師さんのご厚意で 30 年以上続いている
行事で、この日は園児らが力を合わせて仕掛けら
れた網を引き上げました。
　網には、ハマチ、鯛、タコ、トビウオなどたく
さんの種類の魚が入っており、園児らは網から出
て飛び跳ねる魚に驚いた様子でしたが、次第に手
でつかめるようになり、大きな魚を持ち上げて嬉
しそうでした。また、地元の若女将さんらが料理
した魚の刺身も振る舞われ、「おいしい」「甘い」
とお代わりをする姿も見られました。

　7月 14 日、産業課と三宅小学校の連携により 4
年生 20 人が、昨年自分たちで育てた大豆を使っ
て豆腐づくりに挑戦しました。
　大豆をすりつぶし、呉汁を煮ると大豆の香りが
教室いっぱいに広がりました。子どもたちが「ソ
フトクリームみたい」と喜ぶふわふわの呉汁を袋
に入れ、絞っておからと豆乳に分けたらにがりを
投入。水分を切って完成した豆腐をみんなで味わ
いました。
　この日は玉井三智代さん（三宅）ら 4人が指導
にあたり、「呉汁を焦がさないようにね」「火傷し
ないように気をつけて」など、丁寧にアドバイス。
子どもたちはひとつひとつ慎重に作業を進めてい
ました。

　7月 9・10 日、「第 7 回ラムサール条約登録湿
地関係市町村会議」が若狭町で開催され、全国の
ラムサール条約登録湿地を持つ市町村から約 50
人が参加しました。
　9日は敦賀市の中池見湿地視察と若狭三方縄文
博物館見学の後、ホテル水月花で主管者会議・意
見交換会、10 日は事例報告会と三方五湖視察が
行われました。
　事例報告会では各市町の湿地の保全や活用に関
する取り組みなどが発表され、若狭町では縄文博
物館友の会「ＤＯＫＩＤＯＫＩ会」の活動を中心
に、三方五湖における自然と施設を利用した地域
づくりや人づくりの事例などが紹介されました。
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ま ち の 話 題

紹 介！ 町 の 鳥 獣 害 対 策

「若祭」灯篭とダンスでＰＲ

　農林水産省の中山間地域等直接支払交付金事業
に取り組む市町村が構成する、中山間地域振興対
策協議会北陸支部協議会の本年度定期総会が 7月
16 日、パレア若狭などで開催されました。
　本総会が若狭町で開催されるのは初めてで、講
演会などを通じて鳥獣害対策を考えました。
　この日の現地研修会で参加者は、海士坂の嶺南
地域有害鳥獣処理加工施設を視察。鳥獣害の状況
から施設建設に至るまでの経緯や施設の紹介、金
網柵など鳥獣害対策についての説明があり、参加
者からは質問が飛び交っていました。

　若狭町まつり実行委員会は 7月 19 日、福井県
海浜自然センター主催の「ナイトアクアリウム」
と 連携して、若祭プレイベントを開催しました。
　海沿いのテラスには若祭のべんがら和灯篭約
1000 個が並び、夕焼けをバックにタヒチアンダ
ンススクール R

ライミティ
AIMITI のメンバーによるショーが

行われました。来場者は灯篭とダンスのエキゾ
チックな雰囲気を楽しんでいました。
　普段見ることができない夜の水族館では、懐中
電灯を手にした子どもたちが水槽をのぞき込み、
夜の魚に興味津々の様子でした。バルーンアート
のプレゼントや、駆けつけた五湖レンジャーも子
どもたちに大人気でした。
　今年の若祭は 9月 22 日、縄文ロマンパークと
道の駅「三方五湖」で開催されます。

夏 の 夜 に 提 灯 ゆ れ て …

　7月 26 日は下タ中集落で、京都の祇園祭とも
縁のある天王祭が行われました。
　宵宮の 25 日には子どもたちの提灯行列が、明
るい月に照らされた集落を進みました。笛や太鼓
の音色とともに左右に揺れ動くいくつもの提灯
が、ゆっくりと廣嶺神社に向かっていきます。神
社に到着すると、本殿前で若者会が太鼓を奉納し、
その後、盆踊りが始まりました。
　祭礼当日に巡行する山車は味わいのある木製の
車輪が特徴で、境内は区民による出店で賑わいま
した。廣嶺神社は去年、本殿屋根の葺き替えや狛
犬の修理を済ませており、遷座してから初めての
祭となりました。
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空 き 家 情 報 収 集 中 で す

健康のために！減塩梅干し

野 菜 栽 培 の コ ツ 学 ぼ う

　美方高校食物科の 2年生 29 人が 7 月 9 日、産
業課と福井県食品加工研究所が数年かけて研究し
たレシピを使用し、若狭町で初めて、無添加で
6%の減塩梅干し漬けに挑戦しました。この日は
同研究所の小林恭一所長が指導にあたり、通常、
梅の量に対し18～20%の塩を使用するところを、
殺菌効果もある砂糖を 10%加えることで減塩を
試みました。
　生徒たちはまず、ホワイトリカーに梅を 1個ず
つくぐらせて表面を丁寧に殺菌し、砂糖と塩と梅
と混ぜ合わせたものをジップロックで密封しまし
た。1～ 2週間後にシソを加え、ひと月後に繰り
返し天日に干して完成させる予定です。

　地域農業支援員の松宮仁一郎さんを講師に招い
ての「秋野菜栽培講習会」が、働く婦人の家（7
月 14 日）と上中庁舎（7月 22 日）で開催されま
した。若狭町シルバー人材センター主催のこの講
習会は、野菜栽培者の確保と地域農業活性化を目
的としたものです。
　松宮さんは参加者に、野菜づくりに適した土や
肥料・農薬についてなどすぐに実践できる具体的
な知識を伝授し、「例えば肥料の量の目安は葉っ
ぱの色に出る。野菜をよく観察することが大切で
す」と話されました。
　和やかな雰囲気の中、参加者は松宮さんのお話
にうなづいたり質問をしたりしながら熱心に受講
されていました。

　7月 25 日、福井県建築士会敦賀支部のメンバー
12 人が、三方地域 22 軒の空き家危険度判定調査
を行いました。今回は 5班に分かれ、外観を中心
に調査しました。
　平成 26 年に「空き家等対策の推進に関する特
別措置法」が制定されたことに伴うデータベース
作りのための調査を、同建築士会が試験的に実施
し、情報は町へ提供します。
　メンバーは、それぞれの空き家の基礎や設備、
外壁を計測したり、手で触ったりしながら慎重に
調査し、チェックリストに記入していました。
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ま ち の 話 題

昔思い出し梅シロップづくり

もっと身近に！日本の神話

フ ナ や コ イ か ら 学 ぶ こ と
　7 月 21 日、産業課と三方小学校の連携により、
ゆりかご米栽培田んぼで、田んぼの中で育ったフナ
やコイの観察会が行われました。5月の田植えの時
に、川に漬けておいたシュロに付いた卵を田んぼに
移し、稲の成長と共に育った魚たち。田んぼの中干
しをするために魚を川へ放流する前に、どれくらい
成長したかを 5年生が調べました。
　同じ 5月に採卵して水槽で育てたものは、どれも
2cm程度なのに比べ、田んぼのフナは平均 2.5cm、
コイは平均 8cmにも育っていました。
　調査の指導にあたった県立大学の富永教授ととも
に田んぼと水槽という環境の違いが成長にどういう
影響を与えたかを考えるなど疑問を持ち、予想し、
考察するという「研究」の一端にふれる良い機会と
なりました。

　やまたのおろち、天の岩屋戸、イナバのしろう
さぎ、国ゆずりものがたり、うみさちやまさち。
この題名を聞いて、お話を覚えていますか？
　7月 29 日、三方郡神社氏子総代会が、三方地
域の各保育所と子育て支援センターに、上記の 5
話の紙芝居を 1セットずつ寄贈しました。
　日本の神話と言われるこれらのお話は、最近で
は知らない世代が多くなってきているのを憂い、
保育所で活用されやすい紙芝居を寄贈することに
したそうです。
　この日は、みそみ保育所で寄贈式が行われ、そ
の後の「やまたのおろち」の読み聞かせでは、園
児たちは絵を覗き込むようにして一生懸命聞いて
いました。

　7月 31 日、町内の特産品を町内の人にももっ
と知ってもらおうと、岩屋の住民グループの集ま
りで梅シロップづくりが行われました。
　はじめに福井梅の歴史について産業課から説明
があり、昭和 37 年の酒造法改正により多くの家
庭で梅酒が作られるようになったことで、梅は「青
いダイヤ」と呼ばれた時代があったことや、福井
梅の特徴などが話され、その後、冷凍された梅を
使った梅シロップづくりを体験しました。
　参加者は「昔は家にあった梅で、子どものため
に海苔の空き瓶にどっさり作ったけど、作るのは
久しぶり」と、昔を懐かしみながら楽しそうに容
器に詰めていました。
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先 輩 か ら 学 ぶ「 ビ ジ ネ ス 」

国体に向けみんなでダンス♪

　キャリア教育の一環として三方中学校が 6 月
11 日、会長が若狭町出身である関係で、伊藤忠
商事を訪問しました。
　小林会長は、「中学時代は 1つのことに集中し
得意分野を持つといい。商社で使う英語の 90％
は中学英語。正しい日本語も使えなければいけな
い」と生徒たちに語りかけました。
　その後、生徒たちはグループになって外国の人
に商品を売り込むワークショップを行い、悩みな
がらも機転を利かせ巧みな売り込みをする場面が
見られました。ワークショップでは、商品の良さ
をアピールするばかりでなく、相手の文化的背景
などを考慮しながら話を進めなければならないこ
とを学んでいました。

　町内の各学校で行われる教育委員会主催の教員
研修が、みそみ小学校からスタートしました。今
年度新設された学校指導アドバイザーの若新一雄
さん ( 南 ) が講師となり３年間務めたスクールサ
ポーターでの経験をもとに、学校外から見た社会
や学校、生徒児童について話しました。
　社会情勢の変化と共に、子どもを取り巻く環境
が変化し、そのことを教員が把握できているかな
ど、教員時代の生徒との関わりも交えた話に、研
修を受けた教員は「誠心誠意子どもに向かい合う
ことが大事だと感じました」と話していました。
（※スクールサポーター：中学校・高校において、生徒の非行
防止、安全確保など、生徒指導及び支援することを任務とする
警察官又は教員のＯＢ）

誠 心 誠 意 向 き 合 う こ と

　野木小学校の体育館がダンスでいっぱいになっ
た夜。8月 3 日、3 年後の福井国体に向けて発表
された国体応援ソング「君が最高に輝くように」
に合わせた「はぴねすダンス」を踊ろうと、野木
地区女性サークル「り・ふれっしゅままあ」が、
練習会を開催しました。
　体育館には、小学生、保育園児、地区体育協会、
地区女性の会、町女性の会を中心に 80 人を超す
地区民が集まり、公式インストラクターから動作
をひとつずつ丁寧に教わりました。
　汗を流しながら約 2時間の練習で踊れるように
なり、3年後の国体まで地区の催しや若祭などで
踊り続けていくそうです。
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ま ち の 話 題

地域の魅力活かし受賞です

浜 辺 で ワ イ ワ イ 夏 の 交 流

真夏の川をドキドキ丸木舟

　8月 1日～ 3日、交流都市である大阪吹田市か
ら小学 5・6年生 26 人を迎え、「第 46 回吹田市・
若狭町子ども会リーダー交歓会」が開催されまし
た。若狭町からは 16 人の 5・6年生が参加し、両
市町の中学生以上のジュニアリーダーと合わせて
総勢 64 名が、昭和 45 年の万博への招待以来続い
ている交歓会を楽しみました。
　班ごとに作った段ボール船でレースをしたり、
海水浴、スイカ割り、夜はキャンプファイヤー。
子どもたちは初めて出会ったとは思えないチーム
ワークで工作をしたり、レースをしたり、歓声を
あげていました。若狭の暑い夏が、楽しい思い出
として心に残りますように。

　9 月 22 日に行われる若祭と同時開催の「第 2
回若狭縄文丸木舟競漕全国大会」にさきがけて、
縄文博物館DOKIDOKI 会主催の「夏休み丸木舟ド
キドキ体験」が 8月 1日、縄文ロマンパーク横の
はす川で行われました。太陽がギラギラと照りつ
ける暑い日でしたが、県内外から 25 人が次々訪
れ、初めての丸木舟を満喫しました。
　恐る恐る片足から丸木舟に足を入れて腰をおろ
し、そおっと漕ぎ出すと、あとは三方湖に向かっ
て一気に漕ぎ出す舟、風に押されて川上に戻る舟、
ぐるりと器用にひと回りして戻ってくる舟。
　初めはこわごわの櫂さばきも、岸に戻る頃には
慣れた手つきになり、どの人も満面の笑みでした。

　第４回ふるさとウエディングコンクール（一般
社団法人全日本ブライダル協会及びブライダル産
業新聞社主催）の最終審査会が、7月 29 日に東
京ビックサイトで行われ、本年３月に末野区で行
われた岩田悠平さんのふるさとウエディングが、
第３位相当の全日本ブライダル協会賞を受賞しま
した。
　最終審査会は一次審査を通過したファイナリス
ト 7組によるプレゼンテーションが行われ、下嶋
光晴さん（末野）らが発表。自治体がふるさとウ
エディングを支援していることが全国的にも珍し
く、地域住民がひとつになって行ったことが高く
評価され、今回の受賞となりました。
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将 来 描 き、 事 業 所 訪 問

　町内事業所見学「知っとく乗っとくバスツ
アー」の、福祉に関する事業所を回るコースが
8月 3日に開催されました。
　この日は、五湖の郷、松寿苑、( 株 ) 光洋若さ
工場を、美方高校 1年生の 2人が見学しました。
　福祉の仕事について興味がある 2人は、各事
業所で説明を受けながら施設を見て回り、「利用
者さんが利用しやすい環境が整っていると感じ
た。大変な仕事だけれど、やりがいのある仕事
だと思った」と話し、将来の仕事に向けて、理
解を深めた様子でした。

「水」を守り伝える場所へ

　8月 2日、天徳寺集落にある町有地（ワカサ電
機跡地 15700㎡）で「若狭瓜割エコビレッジ」構
想の柱の 1つであるエコ住宅団地整備（約 100 坪
× 26 区画）の起工式が行われました。
　この日の起工式にあたり委員長の三木章史さん
（天徳寺）は「当初はエコと言うと、再生可能エ
ネルギーを作ることや省エネなど経済的なことを
想像していたけれど、計画を進める中で、新しい
ものを作ることより、私たちが小さい時に野を駆
け巡った心情を守り伝えることが大切だと思うよ
うになった。与えられた『水』を守り伝え、未来
について考えていこうと思う」と、これからの計
画推進への意気込みを話していました。

1　　名水まつり  野点茶会
2　　三宅小学校  豆腐づくり
3　　名水まつり  竹林生け花アート
4　　下タ中  天王祭
5　　食見海岸  浜開き
6　　若祭プレイベント
7　　丸木舟ドキドキ体験
8　　たごころ農園  ネギ畑
9　　子ども会リーダー交歓会

　　    1     
  2         3        
  4         5       6  
  7         8          9
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今、開発途上国では様々な分野において、
わたしたちの技術・知識・経験が必要とされていま

す。あなたも、海外ボランティアへの扉を
たたいてみませんか！？

■募集期間：10 月 1日 ( 木 ) ～ 11 月 2日（月 )
■体験談＆説明会：
　・10 月   1 日 ( 木 )18：30 ～ 20：30
　・10 月 17 日 ( 土 )10：00 ～ 12：30
     会場：福井県国際交流会館 ( 福井市 )
　※予約・参加費は不要です。興味のある方なら、
　どなたでもお気軽にお越し下さい。高校生、大学
　生も大歓迎です！
■募集ボランティア：
　・青年海外協力隊（20 歳～ 39 歳対象）
　・シニア海外ボランティア（40 歳～ 69 歳対象）

問い合わせ・相談窓口：
福井県国際協力推進員    TEL  0776-28-8800　　

jicadpd-desk-fukuiken@jica.go.jp
  JICA ホームページ   www.jica.go.jp

　　 　

JICA ボランティア募集

情 報情情 報情 B情情 報 Ｂ Ｏ Ｘ情 報情 報情 報情 報 B OB O XX情 報情 O XＯ Ｘ情情

いのちをつなぐ総合相談会のご案内

ストレスで行き詰ったり、こころの健康について
困ったことはありませんか？　

どなたでもお気軽にご参加ください。

■と　き：9月 10 日（木）15：00 ～ 19：00
■ところ：二州健康福祉センター（敦賀市開町 6-5）
■内　容：個別相談（予約制）
　　　　　法律相談
　　　　　こころの相談、生活・就労相談
　　　　　アルコール相談、ひきこもり相談　
■対　象：どなたでも参加できます
■参加費：無料

　※個別相談は予約制です。
　　9月 4日（金）までに電話でお申込みください。

問い合わせ：二州健康福祉センター地域保健課
　　　　　　　　TEL  0770-22-3747

地域防災力の強化を！！

自主防災組織や自治会の構成員を対象とした
防災士養成研修が行われます。研修に参加して、

地域の防災力を強化しましょう。

■第１回開催日：11 月 21 日 ( 土 )、22 日 ( 日 )
　　　　　場所：サンドーム福井（越前市）
　　　　　定員：150 名
■第２回開催日：12 月 12 日 ( 土 )、13 日 ( 日 )
　　　　　場所：プラザ萬象（敦賀市）
　　　　　定員：100 名
■第３回開催日：12 月 19 日 ( 土 )、20 日 ( 日 )
　　　　　場所：福井県立大学（永平寺町）
　　　　　定員：250 名
■受講料：8,000 円
■申　込：環境安全課に申し込んでください。
　　※各会場とも定員に達し次第締め切られます。

問い合わせ：
             若狭町環境安全課   TEL  0770-45-9126
福井県危機対策・防災課   TEL  0776-20-0308

秋の田起こし推進について

県農政においては 10 月を秋の「田起こし月間」
として、水稲の収量・品質向上のために
稲刈り後のできるだけ早い時期に

秋起こしをすることをすすめております。

近年、米価の下落で厳しい折ですが、
おいしい福井米の生産に向け、

稲作の基本技術の一つである秋の田起こしの
実施が必要となっております。

ご協力をよろしくお願いいたします。

問い合わせ：
 福井県嶺南振興局二州農林部技術経営支援課

TEL  0770-22-5016
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里親になりませんか？

福井県では、いろいろな事情の子どもたちを
自分の家に迎え入れ、温かい愛情を持って

一緒に生活してくださる「里親さん」を募集中です。
「里親制度説明会」にぜひご参加ください。

〈第 1回〉
■と　き：9月 26 日（土）13：30 ～ 15：00
■ところ：若狭図書学習センター 研修室
〈第 2回〉
■と　き：9月 29 日（火）19：00 ～ 20：30
■ところ：敦賀市中郷公民館研修室

■内　容：里親制度の説明
　　　　　里親養育について
■対　象：里親に興味のある方ならどなたでも
■参加費：無料

問い合わせ：福井県嶺南振興局  敦賀児童相談所
TEL  0770-22-0858

法律問題をはじめ、日ごろのくらしの中で
困っていることに対して、

弁護士や金融の専門家等がお応えいたします。
お気軽にお越しください。相談料は不要です。

■と　き：9月 5日（土）10：00 ～ 13：00
■ところ：小浜市勤労福祉会館
　　　　　( 労金小浜支店 3階 )
■相談料：無料
　　　　　事前予約をしていただきますと、
　　　　　スムーズにご相談いただけます。
　

問い合わせ：
ライフサポートセンター福井 TEL  0120-629-417

くらしなんでも相談会のご案内

仕事について、一人で悩んでいることは
ありませんか？出張相談会では

働くことに悩みを抱えている若者ご本人や
ご家族からの相談に

専門のカウンセラーが応じます。
事前予約されますと

スムーズにご相談いただけます。

■日時：9月 25 日 ( 金 )12：00 ～ 16：00
■場所：若狭町歴史文化館 2階
■対象者：
　・15 歳から 39 歳までの、就職を希望する
　　無職の若者およびご家族
　・「サポステふくい」の支援を受けて就職した方
■費用：無料

問い合わせ・ご予約：
ふくい若者サポートステーション (サポステふくい )

TEL 0776-21-0311
若狭町子ども・若者サポートセンター

TEL 0770-62-2886

サポステふくい「出張相談会」 「看護職就職相談会」を開催します

福井県ナースセンターの専門相談員が、
就職、研修等に関する相談に応じます。

　　■日時：9月 17 日 ( 木 )13：30 ～ 15：30
　　■場所：ハローワーク小浜
　　■対象：看護職の資格をお持ちの方
　　■費用：無料

問い合わせ・申し込み：
福井県看護協会・福井県ナースセンター

TEL 0776-52-1857

5 年
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創業・新事業に挑戦する方を支援します。

　わかさ東商工会では、「創業・経営相談会」および「みらい経営塾」を開催します。 
　この相談会・経営塾は、これから新しい事業に挑戦する方などを対象に、事業計画や収益確保など経営
に関するノウハウを学ぶために開かれるものです。いずれも参加費は無料です。新しい事業に挑戦したい
と考えている方は、お気軽にお申し込みください。

■参加対象：これから事業を始めようと考えている方
　　　　　　新しい事業に取り組もうと考えている方　　　　　　
　　　　　　経営・事業を継承する予定の方など

■参加費：いずれも無料ですが、事前に申し込みが必要です。

■事業内容
　（創業・経営相談）
　「日本政策金融公庫の担当者などが、経営などについて無料で相談を受けます」
　　開催日時：10 月 6 日（火）10：00 ～ 16：00 
　　開催場所：わかさ東商工会本所　2 階会議室

　（みらい経営塾）
　「5～ 10 年後に向けた事業展開など経営ノウハウについて 5回に分けて講義が行われます。また、みら　
　い経営塾を受講された方は、特定創業者としての町の認定を受けることができ、国の有効な施策を活用　
　することができます」 
　　講師：株式会社トラスパートナーズ　長谷川 吉英 氏 
　　開催場所：わかさ東商工会本所　講習会室 
　　内容：第 1 回　10 月   9 日（金）18：30 ～ 20：30 
　　　　　　　　　「経営者が優先すべき仕事は何か？」 
　　　　　第 2 回　10 月 17 日（土）10：00 ～ 12：00 
　　　　　　　　　「財務と資金繰り」 
　　　　　第 3 回　10 月 17 日（土）13：00 ～ 15：00 
　　　　　　　　　「実現可能な事業計画の立て方」 
　　　　　第 4 回　10 月 23 日（金）18：30 ～ 20：30 
　　　　　　　　　「収益確保の要とは　～儲かる仕組み～」 
　　　　　第 5 回　10 月 30 日（金）18：30 ～ 20：30 
　　　　　　　　　「創業・維持・継続に絶対的必要な事」 
　　　　　※都合により日程や講演内容などが変更となる場合があります。

■その他：平成 27 年 5月に、わかさ東商工会と若狭町と美浜町が共同で【創業支援事業計画】を策定し、
　　　　　創業や事業経営に関してさまざまな支援に取り組んでいます。
　　　　　上記の相談会以外でもお気軽にご相談ください。

申し込み・問い合わせ：わかさ東商工会　本　　所　若狭町中央 1-5 　　TEL 0770-45-0222　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上中支所　若狭町市場 18-10　TEL 0770-62-0566
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司法書士法律無料相談会

毎年 10 月 1 日は「法の日」と定められています。
この「法の日」を記念し、福井県司法書士会では下

記のとおり無料相談会を実施します。
　「くらしの法律家」司法書士は本相談会を通して、
日常の悩みやトラブルを抱えている方々からの
相談をお受けし、法的解決に導きたいと思います。

■日時：10 月 3日 ( 土 )10：00 ～ 16：00
■場所：プラザ萬象 ( 敦賀市東洋町 1-1)
　　　　小浜商工会議所 ( 小浜市大手 5-32)
■相談料：無料
■予約：不要です。直接会場にお越しください。
■相談例：
　・不動産の相続や売買など登記に関すること
　・借金に関すること
　・成年後見に関すること　等々

問い合わせ：福井県司法書士会 TEL 0776-30-0001

中皮腫や肺がんなどを発症し、
それが労働者として石綿ばく露作業に従事していた

ことが原因であると認められた場合には、
労災保険法に基づく各種の労災保険給付や
石綿救済法に基づく特別遺族給付金が

支給されます。
　

石綿による疾病は、石綿を吸ってから非常に
長い年月を経て発症することが大きな特徴です。
　中皮腫などでお亡くなりになられた方が
過去に石綿業務に従事されていた場合には、

労災保険給付等の支給対象となる
可能性がありますので、まずは、お気軽に
福井労働局または敦賀労働基準監督署に

ご相談ください。

問い合わせ：
福井労働局労災補償課　TEL 0776-22-2656
　敦賀労働基準監督署　TEL 0770-22-0745

石綿関連疾患に関する
労災補償制度等について

「ふくい健康長寿祭 2015」開催！

9 月 19 日は家族全員で身体と脳を健康に！！

■日時：9月 19 日（土）9：30 ～ 16：00
■会場：鯖江市嚮陽会館ほか
〇講演会： 
東邦大学名誉教授 セロトニンDojo 代表
有田秀穂氏「しあわせ脳をつくるセロトニン＆
オキシトシン生活」～脳からストレスを消す方法～
○スポーツ等体験：スポーツチャンバラ、吹き矢
○特定健診・後期高齢者健診（対象 40 歳以上 )：
　先着 100 名
○骨密度測（対象 40 歳以上）：先着 50 名
○体験：グラスアート、タイルクラフト、押し花、ペー
　パークラフト、パンフラワー、バルーンアート他
　（材料費実費相当分をご負担いただきます）

※鯖江市嚮陽会館では、先着 400 名に飲食コーナー
　等割引券（300 円分）、先着 1,000 名に粗品をプレ
　ゼントします。

問い合わせ：福井県社会福祉協議会
TEL  0776-24-2433

うりわり農園のたんぼアート

天徳寺の「十善の森古墳」北側の田んぼに、
名水うりわり農園のみなさんが作った
“たんぼアート ”が出現しました！

農園のロゴマークと「うりわり」の文字が
くっきりと浮かび上がっています。
稲刈りまで見ることができ、

ＪＲ小浜線の車窓からもよく見えるそうです。
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掲載者募集
お子様の成長の記念として、広報わかさに掲載しま
せんか。詳しくは右の応募方法をご覧ください。
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　8 月 8 日、若狭瓜割名水公園で「若狭瓜割名水まつ
り」が三宅地区の実行委員会主催で開催されました。 
　会場には住民による屋台やゲー ムコーナーがずら
りと並び、ステージではダンスや生演奏、歌謡ショー
が行われ一日中賑わいました。 
　恒例の瓜割の滝の名水を使った流しそうめんや野点
茶会も行われました。野点の会場では三宅小学校の 4 
～ 6 年生 6 人が浴衣姿で来場者をもてなしました。
　エコビレッジ広場には昨年に引き続き間伐材で作ら
れた巨大迷路が登場。大勢の子どもたちが挑戦してい
ました。
　来場者は名水の森で思い思いに涼をとり、夏のひと
時を満喫していました。

人 と 水 ふ れ あ う

T H E  W A T E R  名 水 ま つ り

2　　　　　　　　　　　　　　　 3

4
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E R  F E S T I V A L

1.「いらっしゃいませ」野点茶会　
2. はぴりゅうも来てくれました♪　
3. みんな真剣、木工教室
4. 来場者参加型の竹林生け花アー
　ト。きれいに飾れた！
5. 毎年大人気の流しそうめん　
6. 楽しいピエロのあっぷちゃん
7. 餅つきヨイショ～
8. 9. ステージでは様々な催し　
10. 白熱の輪投げコーナー「入っ
　   たよー！」　
11. 魚つかみはその場で焼いて食
      べられます☆
12. 今年もおいしい屋台がズラリ
13. 葛まんじゅうをいただきなが
      ら天徳寺庭園を鑑賞 

THE  WATER  FEST IVAL

1

5　　　　　　　　　　　　　  　 6

7      　　　　　　　　　　  　 8                               9

10      　　　　　　　　　　  　 11                              12

13
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問い合わせ

TAX　TAX　TAX　TAX　TAX　TAX
納付のお知らせ

POPULATION  POPULATION  POPULA
人 の う ご き

赤 ち ゃ ん
BABY　BABY　BABY　BABY　BABY

WEDDING 　WEDDING　WEDDING　WED
ご 結 婚

THANKS 　THANKS　THANKS　THANKS
あ り が と う
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